
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教室は楽しいけど、活動での葛藤やモヤモヤを感じたことはありませんか？ 

「ボランティアとしてどこまで対応するべき？」「もしこんな場面に遭遇したらどう

する？」「もし自分が学習者で、教室でこんなことがあったら？」など、カードの主人

公になって考えるゲーム「ANADO(アナドゥ)」 は、地域日本語教育コーディネータ

ーが日本語ボランティアとの対話を通じて作成したシミュレーションゲームです。※

このゲームを通じて、悩みや課題を色々な立場で体験し、新たな視点からこれからの

活動を充実させるヒントを見つけませんか。 

【対象】CCIEA登録日本語ボランティア 定員 5０名（先着順）無料 

【会場】新富区民館 6・7号室 

【日時】12月 4日（金）18：45～20：45  

 

【講師】千葉県地域日本語教育コーディネーター/日本語講師 油川 美和 氏 

    

 例えば こんな時 
あなたならどうする？ 

「ANADO
ア ナ ド ｳ

ゲーム」で教室活動を振り返ってみよう！ 

令和 8年度 日本語ボランティアのための 

ステップアップ講座

  
 

ステップアップ講座  

★申込方法：対象者に e-mailで送付するGoogle Formの URLより、お申し込みください。 

★申込先・問合せ：中央区文化・国際交流振興協会（CCIEA）TEL：03-3297-0251  

Email：bunkoku@chuo-ci.jp 

※「ANADO」は（公財）北九州国際交流協会が作成したものです。 

第 2 回

  

 

ステップアップ講座  

 

講師プロフィール 

千葉県地域日本語教育コーディネーター。地域日本語教室や子どもの日本語支援、日本語学校

など、幅広い日本語教育の現場を経験。『はじめよう！人とつながる生活の日本語』ではイラスト

を担当。ANADOの改訂に携わるとともに、ANADOを活用した対話について考える講座で講師

を務めている。   

⇒⇒ あなただったらどうするか、まず Aか

B のどちらかの回答を選びます。グループで

話し合う中で、自分の回答を変えて OK。 

Aでも Bでもない、あなたならではの C案

ができるかもしれませんね！  

当日は様々なシチュエーションのカードを

体験します。 


